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自 治 会 

自治会名 金井自治会 

自治会 

拠点住所 
〒386-0001 上田市上田 309-2 

U R L なし 

拠点施設名 

※公民館、 

自治会館など 

金井自治会館 

世 帯 数 

該当世帯数に〇印 

50 未満 100以下 250以下 500以下 750以下 1,000 以下 1,000 以上 

   ○    

自治会の紹介 
位置や沿革、 

成り立ち、 

昔話など 

 

・「金井自治会」は上田から群馬県へ続く「上州街道(旧国道 144号線､現

在は県道 180号住吉上田線)」沿いに位置し、明治初期は上田町の一部

であったが、明治 22 年に神科村となり、昭和 32 年には上田市となっ

た。 

・かつてはこの道は菅平や草津への路線バスが通る主要道だったが、昭

和 42 年に国道 144 号線バイパス(現在は国道本線で「しなの木通り」

の愛称)ができてからはその役目を終え、地域住民の生活道路となっ

た。 

・昭和 47年には、上田交通真田傍陽線が廃止となり、その軌道跡は道路

として利用されている。 

・自治会区域の北側は東太郎山の尾根の端で草創(くさわけ)神社が建っ

ている。東側は湯の入川、南側は矢出沢川に接している。 

・昭和 40 年代は旧道沿いに 80 戸程の集落であったが、その後農地の宅

地化が進み、現在は 300戸以上となった。 

・住宅地は主に大字上田の地籍にあるが、昭和 52年に矢出沢川南側の大

字住吉の一部の方々も当自治会員となった。 

・平成 24年には、それまでの慣習や申し送り事項を文書化し「自治会規

約及び細則」を制定し、また平成 30年には旧道沿いにあった公民館が

ふるさと農道への金井側接続道路沿いに自治会館として移転し、現在

は自治会活動の拠点となっている。 

 

組  織 
個人名を含まない 

組織図など 

【定例役員会】 

・四役（自治会長､副自治会長､会計部長､施設衛生部長） 

・公民館活動 4名（分館長､副分館長 2名､分館主事） 

・女性部 2名（部長､副部長） 

・交通安全協会 2名（支部長､女性部長） 

・青少年育成会 3名（会長､副会長､推進指導員） 

・福祉･健康関係 5名（社会福祉推進委員 1名､健康推進委員 4名） 

・民生児童委員 2名 

・女性消防隊（隊長､副隊長） 
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【その他の役員】 

・少年補導員 1名 

・評議員 4名（自治会長経験者） 

・班長 47名（自治会内を 47班に区分し、その班内で 1年ごと輪番） 

 

【役員選出】 

・自治会員各戸へ役員候補推薦の依頼をし、その役員候補と個別に折衝 

 

【役員任期】 

・任期 2年…公民館主事､交通安全協会支部長､育成会推進指導員、 

社会福祉推進委員､健康推進委員 

・任期 3年…民生児童委員 

・1年目が副で次年度に正に累進…自治会長､公民館分館長､育成会会長 

・他の役員は任期 1年（ただし再任は妨げない） 

 

主な行事 

・どんど焼き 

・上野が丘公民館分館及び育成会行事 

（公民館主催各種スポーツ大会､運動会､もちつき等） 

・敬老文化祭 

・地区マレットゴルフ大会 

・小中学校 PTA主催行事 

・いきいき体操 

・矢出沢川及び側溝清掃（年 2回） 

・福祉推進活動（昼食会、ふれあいカフェ等） 

 

第一次 

避難場所 

施設名 金井自治会館 

住 所 上田市上田 309-2 

その他自治会で指定された施設の施設名、住所 

防犯・防災 
・上田市消防団第 12分団第 10班 

・金井女性消防隊 

安  全 
安協のとりくみなど 

・自治会館前の道路の交通量が多く危険で対策が必要（横断歩道の設置

等） 

環  境 
資源回収情報など 

・地区内 3ヶ所で上田市の指定日に資源回収 

そ の 他 
分館・育成会・消防・敬

老会・AED設置場所など 

・公民館活動及び青少年育成会役員の中で上野が丘公民館分館五役を分

担（分館長､副分館長､分館主事､青少年育成推進指導員､人権同和教育

推進員） 



- 3 -                  ホームページ掲載事項調査表 

(上田市自治会連合会) 

 

 


